



















High-concentration Nb-doped titanium dioxide (TiO2) powders were synthesized by a RF thermal 
plasma method and then heat-treated at various temperatures in air. Photocatalytic activities of the heat-
treated TiO2 powders was evaluated on decomposition of acetaldehyde under visible light irradiation. 
Remarkably high photocatalytic activity was observed for the 20 at.% Nb-doped TiO2 powder heat-treated 
at 800 °C. 



































高周波熱プラズマ法で Nbを 15、20、25 at.%ドープした
TiO2粉末を合成した[1]。得られた Nbドープ TiO2粉末を大
気中、昇温 5 °C/min、保持時間 3 時間、降温 2 °C/min で
600~1000 °C で熱処理を行った。熱処理を行った Nb ドー
プ TiO2粉末中の構成相は粉末X線回折(XRD)で評価した。 
光触媒特性の評価は以下の手順で行った。気密性の高い
ガラス容器に試料 0.1 gを入れ、擬似空気を 10分間通気し
た後に気体のアセトアルデヒドを 30 mL 封入し、キセノ







 Nbを 20 at.%添加した TiO2とその熱処理試料の XRDパ
ターン Fig. 1 に示す。プラズマ合成粉末は、既報と同様、
アナターゼ相を主相としたルチル相との混相であった。ア
ナターゼからルチルへの構造相転移は 700 °C で始まり、
900 °C ではアナターゼは全て消失し、ルチルに相転移し
た。しかし、700 °C 以上では複合酸化物 TiNb2O7の生成も







ネルギーは、Nbの濃度には殆ど依存せず、約 3.05 eV (400 
nm)の大きさをもち、アナターゼ型 TiO2の 3.2 eV (380 nm) 
よりも低かった。見かけのバンドギャップエネルギーは熱
処理温度の上昇とともに低下し、熱処理温度が 700 °C 以
上の試料においては、ルチルと TiNb2O7の生成によりさら















度が 700 ºC 以下の試料についてはほぼ同程度の活性を示
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Fig.1 20 at.%Nb-TiO2の熱処理試料の XRDパターン 
 
Fig.2 熱処理温度ごとのバンドギャップエネルギー  
Fig.3 熱処理温度ごとのルチルの酸素空孔濃度 
 
Fig.4 アセトアルデヒド分解実験結果 
 
